
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

周り(相手)のことを 

遠泳大会を実施しました。この日は、小雨は降ってい

たものの、風や波もあまりなく、比較的よいコンディシ

ョンの中での大会となりました。完泳できた生徒も大変

多く、皆、一生懸命にがんばって泳いでいました。この

遠泳大会を実施するにあたり、ＰＴＡの役員の方をはじ

め、保護者の皆様には大変ご協力をいただき、とても助

かりました。本当にありがとうございました。 

この１学期、どの学年の生徒たちも本当によくがんばったと思います。３年生は、最高学年とし

て,授業や部活で下級生の模範となる行動ができ、また、修学旅行では、自主的な行動によりとても

よい思い出の行事とすることができました。２年生は、林間学校でルールを守り、５分前行動の徹

底など、自分で考えてよく行動できていました。１年生は、４月当初に比べ、大きな成長が見られ

ます。授業の態度、部活動の取り組み、しっかり中学生になったという感じがします。この１学期、

保護者の皆様には、いろいろな面から学校を支えていただき、本当にありがとうございました。 

 

３年生にとって部活動の集大成である郡大会を直前にひかえ、部活動決意発表会が実施されました。

各部活動のキャプテンは、郡大会に向けての決意・抱負を立派に発表し、その後、選手宣誓が力強く

行われました。最後にサプライズとして、１，２年生が、３年生に対しエールを送りました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂口あずささん（１年） 

・私は、小学生の時からバスケをやってきて、
中学校でもバスケが上手になりたくてバ
スケ部に入りました。 

・先輩たちと比べると私は下手ですが、早く
上手になって先輩たちに追いつけるよう
にしたいです。 

・部活が土日にもあり、きついと思う時もあ
りますが、２，３年生がわかりやすく教え
てくれるので、がんばろうと思います。 

・郡大会では大きな声でたくさん応援して、
勝ってほしいです。３年生とはあと少しし
か一緒に部活ができないので、たくさん吸
収して早く上手になれるようにがんばり
ます。 

濱川拓真さん（３年） 

・もうすぐバレー部も郡大会があります。僕
は郡大会に向けてがんばっていることが

あります。 
・１つ目は、メンタルを強くすることです。
試合中負けていると消極的になってしま
うことがあり、メンタルをきたえるために
メンタルトレーニングの本などを読むよ
うにしています。 

・２つ目は、ジャンプサーブを完成させるこ
とです。岡井先生に安定したサーブと攻め
るサーブをつくった方がいいと言われ、ず
っと練習してきました。 

・この仲間と一緒に戦えるのは郡大会が最後
なので悔いが残らないようにしたいです。 

生徒発表（7月のテーマ：部活動について） 

校長の話  
 

① ぎおん祭りについて 

土曜日は、あいにくの天候のため、祭りが日曜日に延期になってしまい、太鼓の演奏が中 

止になってしまったのは残念でした。たこ祭りでは、これまで皆ががんばってきた成果が 

みれることを期待しています。今回のぎおん祭りでは、いさみにたくさんの人たちが参加 

してくれました。先日、地区の方とお話をする中で、「いさみの練習で、青年団の人たちが 

小中学生に教えている光景を見て、とても嬉しく、涙が出そうだった。」と言ってみえまし 

た。島の方々はとても喜んでいます。本当によかったなあと思います。参加してくれた人 

たち、本当にお疲れ様でした。 

 

② 選挙について 

昨日は、参議院議員選挙がありました。今回の選挙より、選挙権年齢が18歳となりまし 

た。中学３年生は3 年後、1 年生でも 5年後には、選挙できる年齢になります。今、日本 

は少子高齢化の時代で、若い人が少なくなっています。これからの日間賀島、愛知県、日 

本を担っていくのは、若い人であるあなたたちです。若い人がしっかり声を上げ、行動す 

ることが大切なので、そのような意味でも 18 歳になったら必ず選挙に行ってほしいと思 

いますので、頭の片隅に入れておいてください。 

 

この日の朝会では、こんな話をしました！ 

 

職場体験学習の事前学習として、マナー講座を実施しま

した。株式会社アイビーエーの川本貴子氏にお越しいただ

き、実践を交えながら勉強することができました。職場体験

に向けて 2 回の事前学習で学んだことをぜひ、本番で生か

してほしいものです。 


